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要 約

2003年、北海道襟裳沖の鮭漁定置網に混獲されたマンボウ6個体分の鰓および消化管から検出され、保存さ
れていた寄生虫標本について、魚病学教材に資するため、形態学的な検討をした。その結果、橈脚類Cecrops la-
treilliiおよびLepeophtheirus sp．、Accacoeliidae科吸虫4属、条虫類Bothriocephalus sp．およびAnchistrocepha-
lus sp．が判明した。C. latreilliiの和名はマンボウノチョウとされるが鰓尾亜綱ではないなど、若干の混乱は生
ずるが、寄生性甲殻類の形態学的な多様性を示す好モデル教材としての応用が期待された。マンボウ類が希少
種という位置付けになり、宿主特異的な寄生虫の保有状況が低下した危険性もあり、新たな材料を用いた再検
査が必要であろう。
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酪農学園大学獣医学群では特色ある魚病学教育の展開
のため［1、2］、道内で食材として利用される多様な魚類の
寄生虫標本を準備することを検討している。例えば、マ
ンボウ（Mola mola）は2015年に国際自然保護連合 IUCN
により絶滅危惧種指定されたにも関わらず、日本では食
材として利用されている［3］。また、その特異的形態は
水族館展示魚類としても人気があり、著者らのもとにも、
寄生虫病に関する問い合わせがある［4］。このような背
景から、現在、本魚種の寄生虫保有状況に注目している
が、国内での報告は限られている［4］。
そこで、基礎情報を蓄積する目的で伊藤ら［5］が予報し
た際に、未着手のまま酪農学園大学野生動物医学セン
ターに保存されていた寄生虫について形態分類を試み、
魚病学教育に資する可能性について検討した。

材料および方法

伊藤ら［5］が、2003年9月10日～10月16日にかけ、北海

道襟裳沖の鮭漁定置網に混獲されたマンボウ6個体分の
鰓および消化管から検出し、70％エタノール液内に保存
した寄生虫（甲殻類、吸虫類および条虫類）を材料とし
た。これらについて、甲殻類はそのまま、扁形動物につ
いてはカーミン染色を施し、実体顕微鏡と光学顕微鏡で
形態観察をした。

結 果

今回、観察した甲殻類、吸虫類および条虫類の標本の
同定結果と計測値を示す。
甲殻類：甲殻類標本はいずれも寄生部位が鰓で、橈脚（カ
イアシ）類では次の2種であった［6-8］。1つはこのマン
ボウ属Molaに特異的寄生する既知種Cecrops latreillii
（Cerropidae）で、雄7（図1－1）、雌12（図1－2）
の計19個体が認められた。体長は雄12～15mm（平均13．6
mm；以下、括弧内の数値は平均値を示す）、雌25～33
mm（28．2mm）、第2節は幅広く、第4節は生殖器を
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覆うが、雌では尾部が背板を超えて発達していた。もう
1種はLepeophtheirus属（Caligidae）の種で、雄8（図
2－1）、未成熟を含む雌26（図2－2～4）の計34個
体が確認された。体長は雄が4～7mm（5．8mm）、雌
が12～22mm（16．2mm）で、この属の既知種体長に比
べやや大きい傾向を示した［6］。雌では第4節が大きく発
達し、体長の約半分を占めた。未成熟雌と目された13個
体（図2－2）は体長7～15mm（9．5mm）で、尾部
が針状の構造物が4本認められた（図2－3）。
吸虫類：消化管から得られた吸虫類は、いずれも腹吸盤
が体前部で著しく突出する概形が特徴的なAccacoelii-
daeに属し［9-11］、次の4属が確認された；Accacoelium
属、Rhynchopharynx属、Accacladium属およびAccacla-

docoelium属。Accacoelium sp．の標本は27個体あり（図
3－1）、体長7～31mm（13．1mm）、卵形の咽頭が認
められた（図3－2）。なお、四国沖で捕獲され大阪・
海遊館で飼育後、剖検されたマンボウでは、この吸虫属
は検出されなかったが、以下3属はその時にも記録され
ている［4］。
Rhynchopharynx sp．の標本は9個体あり（図3－3）、

体長11～51mm（23．8mm）、口吸盤は腹吸盤より小さ
く（口吸盤164～804µm×99～631µm、腹吸盤493～408
µm×1514～1917µm：図3－4）、咽頭は3つの部分に
分かれ、咽頭から続く食道は2つの嚢を有した（図3－
5）。Accacladium sp．の標本は、55個体あり（図4－1）、
体長7～24mm（13．3mm）、卵形で単一の咽頭が認め

図3．襟裳沖産マンボウに認められた吸虫類（その1）
－1および－2；Accacoelim sp．の全体像（－1；
bar＝2mm）および咽頭（－2、矢印；bar＝500
µm）、－3から－5：Rhynchopharynx sp．の全
体像（－3：bar＝10mm）、体前部（－4；2mm）
および複数の部分に分かれた咽頭（－5、矢印；
bar＝500µm）図1．襟裳沖産マンボウに認められた橈脚類Cecrops

latreillii
－1：雄（bar＝5mm）、－2：雌（bar＝10mm）

図4．襟裳沖産マンボウに認められた吸虫類（その2）
－1および－2；Accacladium sp．の全体像
（－1；bar＝4mm）および咽頭（－2、矢印；
bar＝1mm）、－3および－4：Accacladocoe-
lium sp．の全体像（－1；bar＝1mm）および咽
頭（－4、矢印；bar＝500µm）

図2．襟裳沖産マンボウに認められた橈脚類Lepeo-
phtheirus sp．
－1：雄（bar＝2mm）、－2および－3：未成
熟な雌と目される全体像（－2；bar＝2mm）
と尾部（－3；bar＝1mm）、－4：雌（bar＝2
mm）
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られた（図4－2）。Accacladocoelium sp．の標本は42
個体あり（図4－3）、体長6～25mm（13．7mm）、同
じく円形の咽頭が認められた（図4－4）。なお、伊藤
ら［5］が仮同定したNematobibothrioides属（Didymozoi-
dae；寄生部位は筋内）の標本は、今回、再検討はでき
なかった。
条虫類：消化管から得られた条虫類標本はBothrio-
cephalus属（Bothriocephalidae；図5－1）およびAn-
chistrocephalus属（Triaenophoridae；図5－2～4）
の種［12、13］であった。Bothriocephalus sp．の標本には頭
節が18個体分あったが、いずれも成熟片節を欠いていた。
頭節には2つの吸溝が認められ、無鉤であった（図5－
1）。Anchistrocephalus sp．の標本は1個体で、この頭
節から老熟片節の長さは707mmであった（図5－2）。
頭節には微小な鉤を有し（図5－3）、成熟片節は長方
形を呈した（図5－4）。伊藤ら［5］が肝臓漿膜面に見出
された擬充尾虫をTetrarhynchus属（科不明）とした標
本は、今回、Tetrarhynchideaに属すると考えられたが
分類不明とした（図5－5）。

考 察

C. latreilliiの和名はマンボウノチョウとされ、魚病
学的に極めて重要な寄生性甲殻類である鰓尾亜綱チョウ
類と誤解されそうなような名称である。しかし、この種
は橈脚類（橈脚亜綱）、すなわち、ウオジラミ類やイカ
リムシ類などを含むグループに所属する。C. latreillii
の概観とサイズは、典型的なウオジラミ類とはかけ離れ
るものの、寄生性甲殻類の形態学的な多様性を示す好モ
デル教材の1つとしての応用が期待さる。なお、今回検
出されたLepeophtheirus sp．が所属するCaligidaeの和

名はウオジラミ科であり、この科には水産資源となる多
くの魚種の要警戒病原体が含まれる。今回の種について
は、種同定と並行して、マンボウに与える病原性につい
ても観察する必要性が示唆された。
Gibson［9］によると、特異的な宿主の食性からAccacoe-
liidae科吸虫の中間宿主を刺胞動物や有櫛動物と推察し
た。今回の寄生もこのような餌動物捕食に由来したと考
えられる。この吸虫科には鰓を好適寄生部位とする種
Accacoelium contortumも知られ、しかも、この寄生に
よる強度な炎症が報告されている［10、11］。今後は、鰓に
ついては寄生性甲殻類とともに、このような吸虫類の寄
生の有無についても、詳細に検査をしたい。
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